
工事コストの低減のこれまでの経緯

平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度

（３．０％） （５．７％） （９．６％） （１０．２％）
縮減率

１０．５％３．２％ ５．９％ ９．９％

注１）上段(ｶｯｺ書き)： 政府全体

下段 ： 国土交通省・関係公団等

注２）縮減率は、平成８年度比

建設物価等の推移（対平成８年度）

備考平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度

実績消費者物価指数(全国総合) ０．５％ ０．７％ ０．２％ △０．３％

見込み卸売物価指数(国内) △０．９％ △３．０％ △４．０％ △４．０％

建設物価 建設資材 △１．２％ △４．２％ △５．６％ △５．６％

建設機械 △２．４％ △７．０％ △８．８％ △11．５％

卸売物価 建設資材 △０．３％ △１．２％ △１．６％ △１．６％

指数下落 建設機械 △１．５％ △４．０％ △４．８％ △７．５％

除きの

△１．７％建設物価 加重平均 △０．３％ △０．９％ △１．２％

注） （コスト縮減対策の対象となっていない労務最下段の数値が、「間接１」の実績

単価の低減及び物価変動要因（卸売物価指数の変動）を除いて推測したもの）

（１）工事コストの低減
１）これまでの経緯


